
 クラブ名・ 衛星クラブ 名 (必須項目) No 活動名 (必須項目)
 1. 

Fresh
 2. 

Fellow
ship

 3. 
Find

 4. 
Fun

（北分区）東京本郷RC 15 未来にはばたけ！少年少女野球大会2022ｉｎ東京ドーム 0 1 1 1
（北分区）東京本郷RC 集計 0 1 1 1

（北分区）東京板橋セントラルRC 29 プロジェクト名 社会的困難を抱え学校や家庭に居場所のない中高生のためにダンスを通して支援する事業 0 1 0 0
115 区内在住のウクライナ避難⺠の⼦どもへの支援 0 1 0 0

（北分区）東京板橋セントラルRC 集計 0 2 0 0
（北分区）東京池袋豊島東RC 85 ⼦どもたちの郷土愛を育む『としまデジタルガイド』作成 1 1 0 0

93 �クラシック三重奏 1 1 0 0
（北分区）東京池袋豊島東RC 集計 2 2 0 0

（北分区）東京上野RC 31 「グルメを楽しむ会」 0 0 0 1
32 東京上野ロータリークラブ 奏楽堂コンサート 1 1 1 1
38 石垣ロータリークラブとの姉妹クラブ締結 0 1 1 1
41 会員増強 目標１０名 1 1 0 0
43 ⻘少年育成の⼀環として、また交通安全に対する啓蒙活動の実施 0 1 0 0
45 上野駅前献血活動 0 1 0 0
46 「ポリオデー」募金活動 1 1 0 0
50 台北龍山ロータリークラブとの姉妹交流 0 1 1 1

（北分区）東京上野RC 集計 3 7 3 4
（北分区）東京小石川RC 23 赤城山植林活動 WITH ガールスカウト 1 1 1 1

（北分区）東京小石川RC 集計 1 1 1 1
（北分区）東京荒川RC 6 2022あらかわ遊園世界ポリオデー2580 1 1 1 1

（北分区）東京荒川RC 集計 1 1 1 1
（衛星クラブ）東京北Exchangeロータリー 10 Ukraine Kids Med Care Project 0 1 0 0

（衛星クラブ）東京北Exchangeロータリー衛星クラブ 集計 0 1 0 0
総計 7 15 6 7



受付No. 15 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/14 9:51

2022年8月2日

２５人

選手と監督コーチ保護者を含めた招待者は、約３５０人。報道各社約２０名。

実施前には、コロナ感染症対策としてのルール作成や選手たちへの検査を行ってもらうなど対策を講

じてきましたが、大会中と終了後に大きなケガや体調不良者も無く無事終える事ができました。参加

者の多くの方から感謝の言葉をいただきました。これからも復興支援を震災が風化しないためにも行

う必要がると改めて感じました。

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

3. Find（出会う 見つける 学ぶ）

4. Fun（ワクワクする楽しみ）

３．１１の東日本大震災を風化させない。子供達には夢を持って、未来へ羽ばたいて欲しい。私たち

は、一人じゃない繋がっているんだと実感して欲しい。

東北のいわき市の野球少年少女を東京ドームへ招待し、地元文京区の少年少女野球チームと野球を通

じて交流してもらいました。実際に東京ドームでトーナメント方式の試合をしていただき、交流を深

めていただきました。地元文京区の子供達にも大震災について忘れないよう、思いやり育めたのでは

ないかと実感しております。対象者は、福島県いわき市の選抜チームを2チームと文京区の選抜チー

ム1チーム、そして共催団体から1チームの計4チームです。

（北分区）東京本郷RC

澤部利藏 氏

未来にはばたけ！少年少女野球大会2022ｉｎ東京ドーム

共催（ロータリークラブと他団体と協力）

一般財団法人シミズオクトベースボールアカデミー

「4つのF賞」 エントリーシート

0

地域の子供達にも参加いただく事で、被災地へ寄り添う事が出来た。歴史を学び思いやりを育むプロ

ジェクトである。共催者、協会企業や団体は、意義ある大きなイベントを無事に成功に運びたいとい

う連帯感が生まれ、子供達の笑顔に感動を覚えた。

野球という一つの共通したスポーツを通じて、初めて出会った仲間で対戦や交流が出来た。共催企業

の会社見学も企画したので、職場体験に近い学びもあった。

夢の東京ドームのグラウンドに入れる！そこでプレーが出来る！それこそがワクワクである。グラウ

ンドに足を踏み入れた瞬間の子供達の笑顔は、我々ロータリアンのワクワクとなった。ワクワクの連

続でした。





受付No. 29 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

「4つのF賞」 エントリーシート

0

中高生のダンサー、運営スタッフ、そして観客はコロナ禍で3年間、仲間たちと活動ができなかった

世代です。その彼ら彼女らが貴重な3年間を取り戻しているかのようでした。

2023/4/24 11:23

2022年8月： まなぽーと成増i-youth担当者との調整を開始（物品・納品日について）

2023年1月： 納品及び設置、寄贈式、ダンス・デモンストレーションの見学

2023年3月： i-youthダンスフェスタにて感謝状を授与いただく、また、ダンスの成果を観覧

2023年3月： ロータリークラブの公共イメージ向上につながるチラシの作成、印刷

2023年4月： 区内の事業者へ上記チラシを配布

16

恩恵を受けた人々： 社会的困難を抱え学校や家庭に居場所のない中高生、70名（1週間平均）

まなぽーと成増i-youthより、マットの利用状況と感想

①利用状況について

火曜日・金曜日を中心に、多くの日で利用されているようです。

ブレイクダンスの練習を以前はホールで行っていましたが、今はマットの部屋で行っているとのこと

です。

②利用者の感想

・めちゃくちゃいいです。

・ジャンプができるようになったのでとても良いです。

・回転しやすく、ブレイクダンスの練習にすごくいいです。以前のホールでの練習よりいいです。

・可能なら部屋全面に設置してほしいです。

3月25日、板橋区立文化会館にて「i-youthダンスフェスタ」が開催されました！

詳細：https://itabashi-central.seesaa.net/article/498862004.html

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

板橋区の社会的困難を抱える中高生のための居場所事業「i-youth」で行われるダンス練習の支援の

ために、リノリウムマットを寄贈します。また、中高生のダンス発表の機会を提供します。

当クラブは、板橋区内の子どもたちへの支援を継続しています。これらの支援は板橋区教育委員会や

子ども政策課と連携して行う場合もあります。1月初旬、板橋区長にお時間をいただき、ヒアリング

を行うことができました。板橋区長から、板橋区の社会的困難を抱える中高生のための居場所事業

「i-youth」にて、通所する中高生によりダンス（ブレイクダンスやヒップホップなど）が活発に行

われており、また、1年に1回、「ダンスフェスタ」も開催されていることを教えていただくととも

に、支援へのご要望をいただきました。また、居場所事業「i-youth」の現場スタッフへのヒアリン

グも行いました。社会的困難の事例として「不登校」だけでなく、「虐待のPTSDでリストカットが止

まらない子」、「そもそも小学校・中学校に通ったことのない14歳」などがいることを知りました。

このような社会的困難を抱える中高生が熱心にダンスに取り組んでいます。そこで、ダンスの練習の

ためにリノリウムマットを贈呈し、また、ダンスの発表の機会を提供することは、社会的困難を抱え

る中高生が家庭や学校以外に居場所を得るだけでなく、自信、自主性を得ることにつながります。

（北分区）東京板橋セントラルRC

栖原 直樹 氏

プロジェクト名 社会的困難を抱え学校や家庭に居場所のない中高生のためにダンスを通して支援する

主催（ロータリークラブが主体）

0



3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

0

0











受付No. 115 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/5/30 13:21

2023年3月14日

16

0

避難民の方々からお礼のお手紙や、入学式の写真等を頂戴した

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

「故郷から遠く離れた日本の板橋区で暮らしているウクライナ避難民の子どもたちの支えになりた

い」「少しでも板橋に住んでいてよかったと思っていただけたら嬉しい」

進学に伴う学校の制服や上履き等の学用品や、日本語学校に通学するための自転車の贈呈

（北分区）東京板橋セントラルRC

栖原 直樹 氏

区内在住のウクライナ避難民の子どもへの支援

主催（ロータリークラブが主体）

0

「4つのF賞」 エントリーシート

0

0

0

0







受付No. 93 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/5/16 21:48

11月24日つくばサロン(クラシック三重奏)2月22日新春箏曲演奏(春の海等)4月20日作詞家北川文化卓

話

(ヒット曲十和田湖、奥入瀬の背景)

会員39名とゲスト数名に豊島新聞社社長

豊島新聞に記事掲載。

0

当初は皆さん『昼コン？』と不思議がってました。しかし、、演奏者の真摯な演奏に吸い込まれ芯が

しっかりしたとの事も聞かれました。

1. Fresh (斬新、新しい取り組み), 2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

我が豊島区は文化芸術の都市をスローガンに街創りを展開。そこに我がクラブ内にも昼コンとしてク

リシックや箏曲を卓話として導入し新しい事にトライし楽しむ感覚を養ってきた。

❶クラシックつくばサロンコンサートグループ代表野末明美❷文化庁海外文化交流師の箏曲家榎戸ニ

幸の昼コンとして卓話に導入しました。❸奥入瀬、十和田湖のヒットメーカー作詞家北川文化さんの

卓話もタイムリーを狙い展開。

（北分区）東京池袋豊島東RC

佐藤久雄 氏

新しい事にトライし楽しむ感覚を養うイメージアップを展開して来ました。我がクラブの卓話にも昼

自クラブ内の活動

�つくばサロンコンサートグループと連携。�文化庁海外文化交流史箏曲師とのタイアップ

「4つのF賞」 エントリーシート

普段一流のクラシックや箏曲からは縁遠くなっていたが身近に感じられと思います。それ卓話に導入

した新鮮さと新しい取り組み。

文化芸術の都市を標榜して来た豊島区と連帯感が出来たのでは？確信します。

0

昼コン？とどうなるんだろう、、会員皆さんワクワクされてましたね！









受付No. 85 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/5/14 19:44

2022年８月～2023年4月まで、豊島区教育長、小学校校長への聞き取り、会員による数回にわたる協

議、各会員による調査、解説ページ執筆、写真撮影、集約した資料の編集作業などを行った。

東京池袋豊島東ロータリークラブ会員22名、NEXT衛星クラブ会員６名、ローターアクトクラブ会員８

名の協力で、文字札の解説ページ、写真撮影が完成。

タブレットを持っている豊島区内小学生8,600名を対象とする。

このデジタルガイどを小学生が活用することにより、確実に郷土愛を育むことができる。

1. Fresh (斬新、新しい取り組み), 2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

豊島区内に住む海外から親と移住した子どもたち、ハンデを持った子どもたちがタブレット（全員所

持）を使って、郷土の文化や習慣を知り、さらに名所などを探訪することにより、家に籠りがちだっ

た生活から脱して、心の貧困からも救うことを目標とする。また『としまデジタルガイド』は小学校

の道徳教育にある郷土愛を醸成する教材として使用できる。

このガイドブックの対象者は豊島区内の小学生であるが、とくに海外（中国、韓国、台湾、ベトナ

ム、フィリピンなど）から親と共に移住してきた約1,000名の小学生と地域に住む発達障害の小学生

などである。コロナ禍で特に外出を控え、子ども同士の交流が無かった小学生にとって、大変有効な

情報源であり、楽しめるゲームである。カルタの文字札は海外の子どもたちに理解してもらうため

に、解説のページには、彼らの母国語（英語、中国語、台湾語、韓国語、インドネシア語）をも列記

した。

（北分区）東京池袋豊島東RC

小泉博明 氏

子どもたちの郷土愛を育む『としまデジタルガイド』作成

主催（ロータリークラブが主体）

豊島区教育委員会後援、豊島区内小学校

「4つのF賞」 エントリーシート

「としまこどカルタ」の読札、文字札のデジタル化により、ゲームとして楽しみ、郷土愛を育むこと

ができる。

豊島区内の小学生のすべてを対象とした企画。

0

0























受付No. 31 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh

(斬新、新しい取り組み)のア

ピ ルポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピ ルポ

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピ ルポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/25 11:27

実施済み6回、予定1回

１）2022年9月21日（水） 中華・「鉄人メニュー」

赤坂四川飯店 23名

２）2022年10月27日（木） フレンチ「精養軒150周年記念メニュー」

上野精養軒 グリルフクシマ 30名

３）2022年11月30日（水）イタリア料理を楽しむ会

「ラ・ベットラ・ダ・オチアイ 銀座」 32名

４）2022年12月26日（月）フレンチとワインのマリアージュを楽しむ会

「シェ・イノ」 京橋 32名

５）2023年2月1日（水）和食「ふぐを食べる会」

「上野さんとも」 25名

６）2023年4月24日（月） 「ニュージーランドステーキを食べる会」

「ワカヌイ グリルダイニングバー東京」30名

７）2023年6月12日（月）予定 「和食を食べる会」

「甚三紅」 谷中 20名を予定

平均的に会員が20名程度参加している

平均的に会員家族・友人が10名程度参加している

例会や家庭集会とは違い、議事や報告の時間に縛られることなく家族も含めて会員同士のフリーな

会話ができます。会員によっては奥様孝行になるという意見があります。今後のロータリー行事参

加、特に国際大会への参加促進に成果があったと思います。また、クラブ入会候補の友人を呼ぶなど

会員増強にも役立つという成果もありました。

4. Fun（ワクワクする楽しみ）

年間を通していろいろなジャンルの料理やお酒を有名レストランで楽しむ食事会を開催し、会員家族

や友人を含むクラブ内外の親睦の輪を広げる機会とする。

中国料理、フランス料理、イタリア料理、 日本料理（ふぐ）、ステーキ、日本料理の有名店で20名

～30名の食事会を企画し、会員と会員家族、友人（ロータリー入会候補者など）の参加者を募り実施

する。

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

「グルメを楽しむ会」

自クラブ内の活動

なし

「4つのF賞」 エントリーシート

0

0

0

誰もが参加できる。会員の奥様方の楽しみでもある。











受付No. 46 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/28 10:07

２０２２年１０月３０日（日）

東京上野ロータリークラブ １７名

東京上野ローターアクトクラブ ４名

募金いただきました方 約350名

当日は天候にも恵まれ、またパンダ来日５０周年記念イベントに多くの方が来場されました。（イベ

ント3日間での総来場者数 約25万人）

そこでポリオ撲滅募金活動を実施できた事で、非常に多くの方々にポリオについて認知して頂きまし

た。

また、同時に多くの方々から心あるご寄付を頂戴した。

（上野公園内126,500円、上野RCメンバー42,700円 募金総額196,200円）

１日も早く「世の中からポリオが撲滅する事」を願い、ご寄付させて頂きました。

また、海外からお越しの方でロータリークラブを存じ上げている方もいらっしゃいました。また、

ロータリークラブについて存じ上げない方にも一定の認知が

図れ公共イメージの向上に一定の成果が感じられました。

1. Fresh (斬新、新しい取り組み), 2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

１、多くの方々にポリオについて知って頂く事。認知度の向上や善意ある寄付が「ポリオ根絶」に一

歩近づいていく

２、ロータリークラブについての公共イメージ向上

３、ローターアクトクラブと共同の奉仕活動を実施する事で、一体感がより向上する

１、上野公園内で開催された一般社団法人上野観光連盟主催の「パンダ来日５０周年記念イベント」

内に東京上野RCブースを開設して、ポリオ根絶の募金活動を実施

２、上野公園内にご来場された一般の方

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

「ポリオデー」募金活動

共催（ロータリークラブと他団体と協力）

一般社団法人上野観光連盟

「4つのF賞」 エントリーシート

上野観光連盟主催イベントへ初めて参加した。

一般社団法人上野観光連盟にご協力頂く事で、上野公園内での募金活動が実施できた事は、ロータ

リークラブの公共イメージの向上に大きく寄与しました。

また、それ以上にポリオ撲滅に対する認知が広まり、多くの方々にご共感・心あるご寄付を頂けまし

た。

0

0













受付No. 41 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

2023/4/28 10:53

会員増強は、RIの課題であるとともに、日本の各ロータリークラブにとっても大きな課題です。

東京上野ロータリークラブでは、「VISION, MISSION, PASSIONを持って」「地域から、社会から必要

とされるクラブになろう」という長岡会長の方針の下、

「会員増強５８名体制へ」を重点目標の一つに掲げました。

そして、まずは２０２２年度中に１０名の会員増強を達成するという会長の強い思いを実現すべく、

全会員が一致団結して活動にあたりました。

スタート時の４３名の会員数から５３名に増強するには、様々な工夫を行い、新しい会員をお迎えす

るだけでなく、退会防止に対するケアを行うことも重要な点です。

東京上野ロータリークラブでは目標達成に向けて、長岡会長・中澤幹事を中心に、会員増強委員会と

連携を図って活動し、また全会員に周知徹底を行って参ります。

１、４３名から５３名へ会員増強の目標を達成する事で、会員増強に対する会員全体の意識の向上

２、退会防止に向けての例会での工夫、意識向上

３、新しい会員が多く増える事で、クラブに新しい風が吹き、また現会員の経験と融合する事でクラ

ブが活性化する

・ミニオープン例会を６回開催

ミニオープン例会を開催し、ロータリアンの仲間になってくれる方を積極的に例会にお招きする。ま

た、定期的に開催する事で、「次はあの方をお招きしよう」、「あの友人はロータリアンになってく

れるのではないか」等、今一度会員の会員増強に対する意識を呼び起こす。

定期開催の為、理事会、例会時の会長報告の際に、常に会員増強の話題が上がり、会員全体の意識向

上につながっていく。

・ミニオープン例会にお招きした方へのフォロー

ミニオープン例会にご参加頂いた方に各担当者から定期的にお声掛けして頂き、やんわりと入会の意

思を確認する。

また、前年に開催したオープン例会にご参加頂いた方のフォローも行う。

会長の強い意志で、「その時のご入会に対するご返事がはっきりしなくても、諦めず、何度もお声掛

けをする」事を徹底。

・長岡会長、中澤幹事と連携して常に入会候補者がいないか、話し合う

・会員増強委員会の中でも常に入会候補者を把握するようリストを作成、配布

・嶋村ガバナーからご提案頂いた、会員増強の為のカードを作成し、全会員に配布する（こちらも意

識向上につながる）。

・コロナ渦によるスクール形式の例会が継続する中、先輩会員がお一人で着席し、寂しい思いをしな

いようにSAAが席に気を配り、退会防止に努める。

・スクール形式では、新会員と現会員との交流をする事が容易でない為、工夫が必要。新会員は親睦

委員として受付を担当しているが、親睦委員長に調整をお願いし、例会開催前の時間帯に何名かの新

会員は、例会場で先輩会員と交流を図れるようにする。

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

会員増強 目標１０名

自クラブ内の活動

0

「4つのF賞」 エントリーシート



 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

ミニオープン例会の開催

８月２２日（月） 卓話者：赤木孝夫氏（元日本テレビアナウンサー）

「私とミスタージャイアンツこと長嶋茂雄氏との秘話」 参加者３名（内、１名入会）

１０月１７日（月） 卓話者：成澤 俊輔氏（NPO法人FDA 理事）

「イノベーションの原点は”やったことがないことをやってみる力”～令和時代の経営のとらえ直し

～」 参加者５名（内、３名入会）

１１月７日（月） 卓話者：鈴木 保氏（元サッカー日本女子代表監督）

「なでしこに学ぶ強いチームワーク」 参加者５名（内、１名入会）

２月２０日（月） 卓話者：阪井裕樹氏（㈱カルペディエム代表取締役）

「想いの繋がりが共創を生む」  参加者 ３名（内、１名入会、１名入会予定）

４月２４日（月） 卓話者： 森 みゆき氏（ソダチクス㈱）

「CAから見た本当の紳士・淑女とは」 参加者１名

６月１２日（月） 卓話者：水谷彰宏氏 （元ＮＨＫアナウンサー） 予定

※前年度のオープン例会に参加した方の内、４名入会（内、１名は前年度入会）

入会候補者への積極的お声かけ

会員増強の為の名刺作成・全会員に配布済み

例会時の新会員と現会員の交流の為の、対応は親睦委員会・SAAが毎回対応中

メンバー全員

８．をご参照ください

会長の会員増強に対する強い意志と、活動により、4月中に会員増強１０名を達成予定。

常に会長が会員増強のメッセージを発している事、定期的なオープン例会の開催で、常にお招きする

方がいないかを考えるようになり、多くの会員が自身の周りの候補者について意識するようになっ

た。

また、退会防止にもつながるクラブの活性化についても、親睦委員会・SAAの気配りにより、新会員

と現会員の交流を強く意識するようになり、今後のクラブの盛り上がりが期待できる。

1. Fresh (斬新、新しい取り組み), 2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

長岡会長の重点項目の一つとして当初から掲げていた会員増強１０名に対して、最初は本当に可能な

のか不安な点もあった。

しかしながら、会長のリーダーシップにより、また会員全体を巻き込むことで、会員増強に対する意

識向上につながり、目標達成できた。

また、定期的なオープン例会の開催は、常に入会候補者を意識することに繋がった事、諦めずに積極

的に（かつやんわり）アプローチする事が会員増強に大きく寄与することに結びついた。

今後、新会員と現会員が深い交流を図り、親睦を深め一体化していくことは、クラブの活性化や社会

奉仕活動に大きく寄与していくものと思われる。そしてこの事が更なる会員増強につながっていくの

ではないか。

会員増強は会員一人の力では中々難しいものがある。また、各会員に協力のお願いしても簡単にでき

るものではない。そんな雰囲気が長岡会長のリーダーシップにより大きく変わったことは何よりも大

きい。

会員のうちの誰かがリーダーシップを発揮し、多くの会員の意識が改善し、一体感や連帯感を持って

活動する事が何よりも大切である。

0

0





受付No. 45 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

2023/4/28 10:38

２０２３年４月１日（土）

東京上野ロータリークラブ １５名

東京上野ローターアクトクラブ他  ５名

献血登録者６８名・実施者５７名

当初の予想を上回る献血数が集まり、日本赤十字社から感謝された。

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

１、献血活動を通じて、ロータリークラブの使命である社会に貢献する事

２、東京上野ローターアクトクラブとの共催をする事で若い方達の意識の向上を図り、またロータ

リークラブとの連帯感・一体感を強める事

現在、過去に献血に参加した方に直接連絡が行くほど血液が大幅に不足しております。

そんな状況に少しでもお手伝いができればという奉仕の精神の下、４月１日（土）、東京上野RCは社

会奉仕活動として東京上野RACと共同で献血活動を実施しました。

活動の実施にあたって、社会奉仕委員会・公共イメージ向上委員会を中心に念入りに計画を立案。

実施する事に意義があるのではなく、一人でも多くの方に献血をして頂くためにどうしたら良いかを

考え、また過去の献血活動実施の際の問題点も踏まえた上で、献血活動を実施しました。過去には献

血希望者はいるが、当日長時間待たされる為、時間の都合上献血まで至らないケースもありました。

今回はRC会員・家族・また会社の従業員に事前に広くお声かけをした事。また献血のタイムテーブル

を作成し、なるべく献血の開始までお時間を取らせない事、献血可能な方の条件などを事前に提示し

た事で、献血登録者６８名・実施者５７名と大きな成果を上げる事ができました。

後日、東京都赤十字血液センターの方から、以下のお礼のお言葉を頂戴しました。

「先日は、上野駅での献血に多大なご協力をいただきありがとうございました。コロナ禍において、

駅前やショッピングモールの会場で60名様以上のご協力を得られる会場はあまり多くなく、さらに先

週の悪天候等で輸血用血液の在庫が非常に少なくなっている中で、今回のように多くの方にご協力し

ていただくことができ、大変助かりました。事前の準備、当日のご協力等ありがとうございまし

た。」

上野駅前献血活動の実施

献血対象者：RC・RAC会員、ご家族、従業員、一般の方

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

上野駅前献血活動

主催（ロータリークラブが主体）

日本赤十字社 東京都赤十字血液センター

東京上野ローターアクトクラブ

「4つのF賞」 エントリーシート

0

ロータリークラブの使命でもある社会奉仕の実施。

長岡会長の本年度方針である「地域から、社会から必要とされるクラブになろう」のスローガンの

下、身近で起きている事象を取り上げ社会に貢献する事

活動実施に当たって、過去の反省点を踏まえ念入りに計画立案することで、大きな成果を上げられた

事、また、クラブ内の一体感が強まった事で、次回以降の奉仕活動に生かされる。

0



4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

0













受付No. 43 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2023/4/28 10:59

2023年1月15日（日）

８名

子供 約３０名

大人（上野警察署署員・上野母の会・関係団体の方）約２０名

１、子供たちが、大人と一緒に啓蒙活動を実施し、「交通安全に対する意識」・「ボランティア精

神」の向上に繋がった。

２、上野ロータリークラブの会員のわが街に対する意識の向上が図れた。

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

青少年育成の一環として、また交通安全に対する啓蒙活動として、「上野交通安全少年団」・「上野

少年柔剣道育成会」に対する継続支援（５年目）を毎年行なっています。

本年度は、自転車事故が増え続ける昨今、利用者の安全な運転を促す思いから、上野警察署と協力

し、また上野少年柔剣道育成会に所属する子供たちとともに啓蒙活動を実施。

また、自転車の安全運転に対する啓蒙活動、そして上野の街の安心安全を願い、標語を載せた数種類

の横断幕・反射キーホルダーを作成し上野警察署に寄贈させて頂きました。

この横断幕は一定期間上野警察署管内の全ての交番に掲げて頂き、また毎月１５日から一定期間交番

に掲げられ、ロータリークラブの公共イメージ向上にも寄与しました。

１、「上野交通安全少年団」・「上野少年柔剣道育成会」に対する継続支援を行うことにより（今年

で５年目）、子供たちの健全な成長を促し、また、子供たちと共に啓蒙活動を行うことで、子供たち

の安心安全に対する意識の向上、ボランティア精神を育成する。

２、自転車事故が増え続ける昨今、利用者の安全な運転を促す。

３、東京上野RC全会員の「街の安心安全に対する意識の向上」を促す。

「活動内容」

１、2023年01月15日（日）上野警察署にて「少年柔剣道鏡開き式」に参加。寒さに負けず、年初から

元気一杯で武道に励む子供たちの姿を拝見させて頂く。

２、その後、上野駅前にて子供たちと一緒に自転車安全運転の啓蒙活動を実施。

３、横断幕を作成し、上野警察署に寄贈。横断幕を一定期間、警察署管内の全ての交番に掲げて頂く

事で、街の安心安全に対する啓蒙活動を行う。

また、毎月１５日から一定期間も掲げられ、ロータリークラブの公共イメージ向上にも繋がる。

【標語】

「やめよう！スマホ・傘さし・無灯火 自転車のマナーアップ」

「注意！ 自転車事故多発 やさしい思いやり運転を」

「守ろうよ わたしの好きな 街だから」

「対象者」

上野少年柔剣道育成会・上野交通安全少年団所属の子供たち

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

青少年育成の一環として、また交通安全に対する啓蒙活動の実施

共催（ロータリークラブと他団体と協力）

「上野警察署」「上野交通安全少年団」「上野少年柔剣道育成会」

「4つのF賞」 エントリーシート

0



2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

１、子供たちと一緒に啓蒙活動を実施することは、子供たちの健全育成に寄与するだけでなく、奉

仕の精神を育成する事ができる。

２、単発で終わるのではなく、継続的に支援・活動実施をする事で、ロータリークラブの公共イ

メージ向上に繋がっていく。

0

0













受付No. 38 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/28 11:03

2023年11月18日(金)

東京上野ＲＣ ２１人 石垣ＲＣ３０人

東京上野ＲＣ家族 １０人 石垣ＲＣ家族 ２０人

今後、共同で奉仕プロジェクトなどに取り組む

本締結式は「ロータリーの友」4月号に開催された

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）, 3. Find（出会う 見つける 学ぶ）, 4. 

Fun（ワクワクする楽しみ）

石垣ＲＣと交流を進めるとともにお互いの理解と親善を深める

東京上野RC・石垣ＲＣ共同で奉仕プロジェクトなどに長期的に取り組むこと

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

石垣ロータリークラブとの姉妹クラブ締結

共催（ロータリークラブと他団体と協力）

石垣ロータリークラブ

「4つのF賞」 エントリーシート

0

東京上野ＲＣ・石垣ＲＣ一体感の醸成

東京上野ＲＣ・石垣ＲＣ 双方新入会員との親睦

東京上野ＲＣ・石垣ＲＣ共同でプロジェクトの計画









受付No. 50 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/28 16:01

2023年3月26日(日) 台北龍山RCウエルカムパーティー

2023年3月27日(月) 東京本郷RC・台北龍山RC・東京上野RC合同夜間観桜例会

2023年5月19日(金) 台北龍山RC創立17周年記念式典

＜台北龍山RCウエルカムパーティー＞

上野RC 会員・家族 22名

＜東京本郷RC・台北龍山RC・東京上野RC合同夜間観桜例会＞

上野RC 会員35名

＜台北龍山RC創立17周年記念式典＞

上野RC 会員・家族 12名参加予定

＜台北龍山RCウエルカムパーティー＞

台北龍山RC 会員・家族 31名

＜東京本郷RC・台北龍山RC・東京上野RC合同夜間観桜例会＞

東京本郷RC 会員26名 事務局1名

台北龍山RC 会員・家族 31名

東京上野RC ご夫人2名 RAC2名 事務局2名

今後、共同で国際的支援プロジェクトなどに取り組む

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）, 3. Find（出会う 見つける 学ぶ）, 4. 

Fun（ワクワクする楽しみ）

東京上野RCは台北龍山RC(RI 3480地区)と2009年友好クラブ締結その後、2018年姉妹クラブ締結して

いる。毎年相互に周年式典への参加、訪問を継続している。またグローバル補助金を利用した「イン

ド緑内障患者救済プロジェクト」を2012年に申請、両国地区補助金は承認されたが、最終的にRIから

否決された。

2018-2020台湾において過疎化の著しい台南嘉義地区(北美小学校、更寮小学校)に対する識字率向上

プロジェクトを両クラブで計画実施した。

今後も台北龍山RCとグローバル補助金を利用したプロジェクトにチャレンジしたいと考えている。

東京上野RC・台北龍山ＲＣは2009年友好クラブ締結後、相互訪問交流が継続していたが、コロナ禍に

より2020年より交流が出来ない状況が続いていた。

3年ぶりに本年より相互訪問交流が再開し、3月上野公園の桜を鑑賞を兼ね、3月東京本郷RCとの合同

観桜例会に参加する事となり、3クラブ合同での夜間観桜例会を開催した。

本年5月に台北龍山RC創立17周年式典には上野RCより会員家族合わせ12名が参加する予定。

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

台北龍山ロータリークラブとの姉妹交流

主催（ロータリークラブが主体）

0

「4つのF賞」 エントリーシート

0

東京上野RC・台北龍山ＲＣさらなるパートナーシップの醸成

東京上野RC・台北龍山ＲＣ双方新入会員・家族との親睦

東京上野RC・台北龍山ＲＣ共同で国際的支援プロジェクトの計画













受付No. 32 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh

(斬新、新しい取り組み)のア

ピ ルポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピ ルポ

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピ ルポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/25 12:17

2023年4月13日 15時から17時まで

実施は毎年4月ごろ お花見もできる上野公園を楽しんで頂きたくこの時期に行います

今回で37回目です

会員36名 会員家族・友人 27名 合計63名

136名 ＜詳細は別紙参照＞

単クラブでの社会奉仕としては出来る限りの事は行えたと思っています

参加・協力したクラブロータリアン 地区ロータリアン その家族 友人は大きな充実感と達成感が

あったと思います

コンサート直後の例会もスムーズに行え、その後の懇親会も盛況に終わることが出来ました 参加者

50名

ご招待者（観客）についての成果はまだ検証出来ておりませんが、予想以上の入場者が訪れました。

そして大いに楽しめたと思います。皆様笑顔でお帰りくださいました

1. Fresh (斬新、新しい取り組み)

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

3. Find（出会う 見つける 学ぶ）

4. Fun（ワクワクする楽しみ）

１、次世代を担う若き芸術家（東京藝大大学院生）にHAPPY（FUN）な発表の機会を与える

２、RAC ローテックス 米山奨学生 青少年交換学生 これらのOBを招待して芸術（音楽）を鑑賞し

てもらい見聞を広げ友達の輪（FIND）を広げる機会を作る

３、地域社会（台東区 文京区）の若者 高齢者の方々をご招待して普段触れないような(FRESH)素

晴らしい（驚き）体験をしてもらう（FELLOW SHIP）

４、音楽を愛し、音楽を学ぶ高校生（上野学園 音楽科）にワンランク上（FIND）の音楽技法を学び

将来の糧にしてもらう

５、地域の重要文化財である旧奏楽堂を知ってもらい文化と歴史に触れてもらう（FIND）（FUN）

（FELLOW SHIP）

イタリアオペラ「デュエットを中心に」と題して なじみのあるオペラのハイライト部分を解説しな

がら分かりやすく上演いたしました

東京藝大大学院生オペラ専攻 11名 出演

学生等スタッフ 17名

上野ロータリアン 準備全員50名 当日30名がコンサート上演活動しました

招待客 160名 特に若い世代を中心に参加を呼びかけました

（北分区）東京上野RC

中澤信夫 氏

東京上野ロータリークラブ 奏楽堂コンサート

主催（ロータリークラブが主体）

なし

「4つのF賞」 エントリーシート

0

0

0

0























受付No. 23 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

2023/4/19 14:46

2022年11月13日

会員 13名 +米山奨学生 1名 + 米山学友 1名 +東京後楽RC 3名

ガールスカウト東京217団 30名 (大人リーダー含む)

ガールスカウトのメンバーたちから「楽しかった」「里山がこんな風に荒れているとは知らなかっ

た」「意義ある活動」との声を頂きました。

また、当クラブ会員もガールたちと活動することで、例年より楽しそうでした。若い人の力はすごい

です。

女子のエンパワメントにつながったと思います。

昨年参加した米山奨学生が学友として参加してくれたのも良かったと思います。

1. Fresh (斬新、新しい取り組み)

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

3. Find（出会う 見つける 学ぶ）

4. Fun（ワクワクする楽しみ）

環境について実際に植林することで体感し、また、都会の子どもたちも自然環境保全の重要さを理解

するきっかけとなる。

ガールスカウト東京217団30名と小石川ロータリークラブ会員13名で群馬県赤城山に60本の苗木を植

林しました。

（北分区）東京小石川RC

タニイチアヤコ 氏

赤城山植林活動 WITH ガールスカウト

共催（ロータリークラブと他団体と協力）

ガールスカウト東京217団

NPO CCC自然・文化創造工場

「4つのF賞」 エントリーシート

ガールスカウトとの協働

地元ガールスカウトの皆さんですが、事前に保護者の皆様に説明したことでロータリーへの理解も深

まりました。

実は、会長である谷一の大学院の学友がガールの保護者の一人で、当日はお父様が参加されたのです

が、「娘がすごく楽しかった」という話をしており、実は、その主催は・・・とその偶然にびっくり

した、ということがありました。

里山の荒廃により、東京の水質が悪くなったり、また、水源として山が保水できない、ということを

学んでいます。獣害(いのししなど)でせっかく植林してもまた、もとの荒れ地になるということも学

びました。これば、現地に行かなければわからない経験でした。

とはいえ、自然の中にみを投じると、だれもがすっきりとします。

ランチは会員は近隣のレストランにて「豚しゃぶ」ランチをしますが、これは汗をかいたあとのご褒

美でもあり、良い親睦の機会にもなっています。





受付No. 6 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh 

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

「4つのF賞」 エントリーシート

遊園地での募金等ポリオ啓蒙活動。観覧車のポリオカラーによるライトアップ。ライトアップの説明

およびポリオデーのっ説明の園内アナウンス。地元中学校吹奏楽部の演奏とパレード、ポリオとは、

感染症とは、ポリオ、コロナについてご理解いただけるよう、クイズラリーを行い感染症予防の啓蒙

活動をおこなった。

荒川区役所、保健所、地域の青少年団体、学校、警察、消防、金融機関などと連携し、地域住民と共

にポリオ根絶活動を通して交流を図った。

荒川RC以外のロータリアンに多数参加いただけました。多くの方々と募金活動、ポリオ根絶活動を通

して、奉仕の喜び、友情を感じることができました。

どのくらいの方に参加いただけるのか、ご寄付をいただけるのか、ロータリークラブの活動にご理解

とご協力を頂けるのか、不安もありましたが、多くの方にご理解、ご協力を得られ、ワクワクしなが

ら計画し、当日はワクワクして募金活動とポリオ啓蒙活動ができました。

2023/2/9 15:19

9月23日（日）午前10時より午後2時。ライトアップは、19日より23日の５日間。

参加者100名

参加者：2000名。荒川区長、荒川区副区長、荒川区教育委員会、荒川保健所、荒川区環境課他荒川区

役所、荒川区青少年委員連絡会、荒川区少年団体指導者連絡会、荒川区青年団体連合会、尾久警察

署、尾久消防署、学校法人国際共立学園、国際共立専修学校、城北信用金庫、ポリオの会、尾久小学

校、尾久八幡中学校ほか地域の小中学生、保育園の生徒及び父兄が参加。

実施前、ポリオ及びロータリークラブ認知度が低かったが実施後認知度が向上した。ロータリークラ

ブの活動が荒川区及び諸団体、一般市民に高評価された。

1. Fresh (斬新、新しい取り組み)

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

3. Find（出会う 見つける 学ぶ）

4. Fun（ワクワクする楽しみ）

ロータリークラブ公共イメージのアップ、認知度アップ、好感度アップ、地域との密着性アップ、ポ

リオ根絶活動として、募金及びポリオ根絶の啓蒙

あらかわ遊園でのポリオ募金活動、あらかわ遊園観覧車をポリオカラーでライトアップし、園内に荒

川RCのポリオ根絶活動をアナウンス。ブラスバンドの演奏、パレード、クイズラリー、オレオレ詐欺

認知活動、地域の防犯及び消防に対する啓蒙活動、荒川RC及び荒川区共催ゴーヤおよびえんどう豆里

親活動PR（グリーンカーテンによるCo2減少PR)、青少年育成活動の啓蒙。一般市民対象。

（北分区）東京荒川RC

石川幸男 氏

2022あらかわ遊園世界ポリオデー2580

主催（ロータリークラブが主体）

0



令和４年 9 ⽉吉⽇ 
 
各 位 

東京荒川ロータリークラブ 
会⻑ 中條 勉 

あらかわ遊園・世界ポリオデー2580 企画書 
 

⼩暑の候、皆様⽅におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。⽇頃からロ
ータリークラブの活動に対し、格別のご協⼒を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、国際ロータリー第 2580 地区では、令和 4 年 10 ⽉ 23〜24 ⽇に「世界ポリオデー
2580」（以下、「ポリオデー2580」といいます。）を開催いたします。（別紙参照） 

それを受けて東京荒川ロータリークラブでは、「ポリオデー2580」期間中に、下記の要領
でポリオ根絶の広報活動や募⾦活動などを計画しています。 

つきましては本活動にご理解いただき、ご多⽤中のところ恐縮ではございますが、ぜひと
も広報活動のご協⼒と、募⾦活動のご協⼒をお願いできればと存じます。 

案 
１．⽇  時：令和４年 10 ⽉ 23 ⽇（⽇）午前 10 時〜午後 2 時予定 
２．活動場所：あらかわ遊園及びあらかわ遊園周辺地域 
３．活動主体：荒川区・東京荒川ロータリークラブ共催、荒川保健所、荒川区教育委員会 

協⼒団体：ポリオの会、荒川区⻘年団体連合会、荒川区少年団体指導者連絡会、 
荒川区⻘少年委員連絡会 

４．活動内容 
①開会式 荒川区⻑ ほか 
 
②ブラスバンド演奏及びパレード（10 ⽉ 23 ⽇午前 10 時〜11 時） 

あらかわ遊園近辺で、「ポリオデー2580」のキャンペーンの⼀環としてポリオ根絶を
訴え、尾久⼋幡中学校の吹奏楽部による演奏を⾏います。 
パレード参加者は、近辺の⼩学校（尾久⻄⼩学校など）の⽣徒、荒川区⻘少年委員連
絡会の⽅々、同⻘少年委員が担当する⼩学⽣、中学⽣、⾼校⽣等、⼩学校の先⽣⽅、
東京荒川ロータリークラブ会員、東京荒川ローターアクトクラブ会員、ロータリー⽶
⼭記念奨学会奨学⽣、及びロータリー⻘少年指導者育成プログラム（RILA）学⽣など
ロータリー関係者を予定しています。 

 
③募⾦活動 

パレード終了後、あらかわ遊園近辺で募⾦活動を⾏います。募⾦活動は、ロータリー
関係者を中⼼に⼩学⽣、⽗兄等引率者でチーム編成を⾏い、チームごとに別れて募⾦
活動を⾏います。（20ヶ所） 
募⾦活動は、あらかわ遊園沿道およびあらかわ遊園内で⾏います。 

 募⾦活動参加者には、EndPolioのマスキングテープを配布します。 













受付No. 10 タイムスタンプ

 クラブ名

 回答者氏名 * メールアドレス

 活動名  *

 活動の実施方式  *

 連携する他団体など

 目的・目標  *

 活動内容  *

 実施日・期間・回数 など*

実施中・計画中の場合

 予定日、予定回数を記入

 参加人数 【会員】  *

 参加人数 【非会員】

 成果  *

4つのF賞の カテゴリーを選

んでください *

1. Fresh

(斬新、新しい取り組み)のア

ピールポイント

2. Fellowship

（連帯感、地域を巻き込んだ

新しい考え方）のアピールポ

イント

3. Find

（出会う 見つける 学ぶ）

のアピールポイント

4. 1. Fun

（ワクワクする楽しみ）のア

ピールポイント

活動の様子が分かる資料（写

真、パンフレットなど）があ

りましたら、アップロードし

てください。

「4つのF賞」 エントリーシート

0

0

ブロツワフRCと連携することになったきっかけは、会員同士がともにROTEXであったことです。ROTEXと

いう共通点があるだけで出会い、またすぐに打ち解けることができます。

国境を超えて地域を巻き込んだ、難民支援、平和学習ができ、会員だけが新たなことを学ぶだけでな

く、私達の財産である若い子供、青少年たちにも学んでもらう機会を提供することができました。

0

https://drive.google.com/open?id=1hXUYDSJ93rtGbvW0-hnDh30waUM3X6Xn

https://drive.google.com/open?id=14_d5xPPlzKJW2QNDLAIBIs2nSX3QjIg8

https://drive.google.com/open?id=16JMFEBYrLzLju7RBXDdt13V7uzZYSOuq

https://drive.google.com/open?id=1FpjQ8HYDJbOSxEwcQKE3j1moZpTxRZ_-

https://drive.google.com/open?id=1e02MjIIGoEOTZ0fy4HinVoHWAkKJG7qL

2023/3/9 12:27

2022年4月よりブロツワフRCと連携し、活動をすすめています。

・2022年5月 支援金の送付を実施。

・2022年6月 群馬県立荒砥中学校より子どもたちへ祈りの手紙をいただく。

・2022年10月 ポーランドにてセレモニーへ難民の子どもたちを招待。

→荒砥中学校からの手紙、平和の祈りを込めた広島の折り鶴、ブロツワフ大学の学生が作成した絵本を贈呈。

・2022年12月 ブロツワフRCからヘンリックさん来日。荒砥中学校にて講演。難民の子どもたちが作った折り紙、手紙

を贈呈。

・2022年1月 孤児院にいる子どもたちにクリスマスプレゼントの寄付。

10名

30名

不足していた医療品の提供、ウクライナ語のホットライン設立など。

笑顔を見せなかった難民の子どもたちがふと笑ってくれることがあった。

また、日本でも戦争の恐ろしさと平和の大切さを改めて子どもたちに伝えることができている。

2. Fellowship（連帯感、地域を巻き込んだ新しい考え方）

ウクライナ難民の子どもたちの、健康状態の快復

ポーランドへ避難している難民の子どもたちのなかでも、特に医療ケアやメンタルケアを必要としてい

る子どもたち（またその母親も対象）の支援。

（衛星クラブ）東京北Exchangeロータリー衛星クラブ

飯塚千尋 氏

Ukraine Kids Med Care Project

主催（ロータリークラブが主体）

ポーランド ブロツワフRC














